
　有機水稲栽培では、除草にかか
る労力の増大が栽培面積拡大の大
きな障害となっている。深水管理
は、以前から抑草効果が確認され
ている技術であるが、ICTを活用
した水管理システムを活用するこ
とで、より省力的な抑草が期待で
きる。併せて、より多くの現場で
実践してもらうことを目的に、深
水管理に対応した栽培管理方法を
マニュアル化した（図１）。
　このマニュアルは、農地基盤整
備編と栽培管理編、実証試験編で
構成されており、今号では栽培管
理編のいくつかの項目について紹
介する。

　有機質肥料は、種類によって窒素の含有量や効き方が
異なり、窒素含有量が多いものは生育初期からの肥効が
期待できる（図２）。深水管理では、初期生育（分げつや

穂数）が緩慢になりやすいため、基肥（移植前に施肥）
を追加することで穂数が28％、精玄米重が17％増加し
た事例もある。
　深水管理での有機栽培は、「早めのタイミングで施肥を
行う」「肥効の早い有機質肥料を使用する」など、生育前
半に肥料を効かせることが有効となる。

　早期湛水することで、ノビエなどの種子を発芽させて
代かき作業で土中に埋め込んで雑草を低減させることが
できる（図３）。
　代かきは３回程度、植代は浅水で丁寧に行い、発生し
た雑草を確実に埋め込む。また、植代後から再び雑草の
発生が始まるため、植代直後から湛水し、２日以内に田
植えを行うことが望ましい。

　移植時の水深は、完全落水せず浅水（２～３㎝）で植
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図２　有機質資料の特性と基肥の効果

利用可能な窒素の全窒素に対する割合 低温による窒素放出遅延
魚かす 70％程度 弱い
油かす 70％程度 強い
鶏ふん堆肥 30～80％程度 なし

図１　深水管理を活用した有機水稲栽培マニュアル

ICT水管理システム
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え付けする。田植え後は水深５㎝程度で管理し、イネの
活着を促しつつ、田面が露出しないようにして土壌表面
を柔らかく保ち、その後の機械除草の効果を高める。イ
ネの活着後は水深10～15㎝を維持し、中干し後は通常の
栽培方法と同じ水管理を行う（図４）。これらの作業を確
実に行うことが雑草対策として重要となるが、一方で農
家への負担が大きい。
　その対策として、ICT水管理システムを導入すること
で、大幅な省力化と確実性が高められる。本システムの
導入や漏水対策、圃場の大区画化などは農地基盤編を参
照いただきたい。

　深水管理によって雑草の発生や生育は抑制（特にヒエ
類）されるが深水管理では対応できない雑草（コナギや
オモダカ、クログワイなど）もあるため機械除草は必須
となる。機械除草は、田植えから７～10日ごとに２～３
回実施することが大事である。雑草が見えない場合でも、
機械除草することで抑草効果は高まるため、初回の除草
は必ず適期に実施する（写真１）。雑草の生育状況をよく
観察し、気象に応じて機械除草のタイミングを決めるこ
とが大事である。
　これらの技術による栽培効果として、初期の雑草繁茂

を抑制し、最終的な収量を確保することが確認されてい
る（図５）。本マニュアルの技術要素をうまく各々の気候
や立地、栽培品種などの条件に適用させ、有機水稲栽培
の拡大に活用していただきたい。

本研究は農林水産省委託プロジェクト研究「有機農業推進のための深水管理
による省力的な雑草抑制技術の開発」JPJ011277の補助を受けて行った。

� 【監修：（公社）農林水産・食品産業技術振興協会】
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図３　有機水稲栽培における代かき方法
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図４　深水管理のイメージ
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図５　深水管理による抑草効果
移植後40日頃の雑草量と収量の関係
移植後７～40日前後まで、「深水」は14～15㎝、「一部深水」は10㎝、
「浅水」は５～８㎝で管理

写真１　適期機械除草

水面下の雑草
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